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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
)チロシンキナーゼ阻害剤 次世代上皮成長因子受容体 
Bファミリー 阻害剤は､






























論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究は､ヒト上皮成長因子受容体 (EG )RF 遺伝子変異陽性肺癌に対す !

について検討し､さらに血管新生阻害剤であるべバシズマプとアファチ	 ｢
とべバシヅマブの併用効果を動物実験で明らかにした｡これらの知見は	 ! 
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